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■サステナビリティと材料創製デザイン 
─持続可能な材料創製に向けた 
　プロセッシング設計フレーム─··········································林　大和	 328

■数値シミュレーションを用いたセラミックスシート 
成形プロセスにおける粒子充填構造のデザイン 
	····················································································久保　正樹・斎藤　高雅	 334

■金属-セラミックス複合材料の 
焼結シミュレーション技術の進展···············寺坂　宗太・木村　禎一	 338

■化学的手法を用いた酸化物材料の低温結晶化・構造制御・ 
バルク体化プロセス···························小島　隆・中山　麗・山口　祐貴	 342

■金属の湿食を起点とするセラミックスナノ粒子の 
サステナブルソノプロセス·········山中　俊輝・滝澤　博胤・林　大和	 346

■ナノ傾斜組成セラミックス薄膜 
─新材料プロセッシング─·····························松本　祐司・神永　健一	 352

■ナノ粒子ミストデポジション法が切り拓く 
透明導電性薄膜の大気下連続製造 
	······················蟹江　澄志・西　康孝・鈴木　涼子・奥井公太郎・中積　誠	 356

■サステナブルな社会実現を目指したナノ構造チタン酸塩 
	································································近藤　吉史・後藤　知代・関野　徹	 360

　サステナブルな社会の実現に向けて，材料分野には，優れた機能や物性の創出
に加え，資源調達，構造設計，創製プロセス，利用，回収・循環までを見据えた
統合的な設計が求められています．近年の SX（サステナビリティ・トランス
フォーメーション）は，材料研究にも社会実装まで視野に入れた設計思想を要請
しています．材料の合成には，構造・組織・形態を設計するマテリアルデザイン
が不可欠です．しかし，それを実現・具現化するプロセッシングデザインもまた，
マテリアルデザインと表裏一体の重要な要素です． 本特集では，Material 
Fabrication Design（MFD）に焦点を当て，融合領域にわたる原理・現象・最新
成果を通して，持続可能な材料創製の新たな方向性を提示します．

（特集担当委員：布谷直義・赤松寛文・町田慎悟・谷口貴章

� 編集協力：マテリアル・ファブリケーション & プロダクション・デザイン研究会）
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  「窒化ホウ素（h-BN）凝集フィラー内部の粒子ネット
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